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にしたい。参考とする経営史料は，これまでの一連の販社の検討の際と同様に，花王石鹸販売部
が1970(昭和45)年9月に作成した『販社体制整備3カ年計画Jl (3) と1971年3月に作成した




































北海道地方の直!坂比~l~は，表一 l と去 -2 に示されるように 38.5%であり，東北地方全体では
全国平均の54%よりも低いことがわかる。これを，北海道のそれぞ34.5%であった。いずれも，















































事務 計 ストア底数 直販 代行 その他
平均月商 対象人μ 製品月額消費 対全国売上高了f任者 倉庫 (千円) (千人) 高(円) 構成比(%)
1970年8月 1969年下期
北海道地方合計 7 43 19 25 94 。 3.092 38.5 46.2 15.3 143.309 5.379 26.64 4.89 
東北地方合計 9 40 23 44 116 3 2.956 34.5 55.5 10.0 196.279 9.288 21.13 6.69 
都市地区小計 (a) 19 119 52 77 267 45 9.116 54.7 44.1 1.2 792目224 22.773 34.79 27.01 
関東地区小計 (b) 4 24 7 14 49 6 2.884 64.8 35.2 。 79.968 5.327 15.01 2.73 
関東地方合計 (a+ b) 23 143 59 91 316 5J 12.∞o 872.192 28.100 31.04 29.74 
甲信越地方合計 6 32 13 19 70 。 2.680 39.0 40.5 20.5 102.147 5.140 19.87 3.48 
東海・北陸地方合計 10 76 41 45 172 2 5.431 332.058 12.841 25.86 11.32 
東部地域合計 55 334 155 224 768 56 26.159 1.645.985 60.748 27.10 56.12 
京阪神地区小計(c) J7 129 36 79 261 32 9.413 74.3 24.2 1.5 528.926 14.087 37.55 18.03 
近畿地区小計 (d) 6 47 7 24 84 。 5.364 70.2 24.5 5.3 113.145 4.202 26.93 3.86 
近畿地方合計(c+ d) 23 176 43 103 355 32 14.777 642.071 18.289 35.11 21.89 
中国地方合計 8 62 41 44 155 5 5.942 53.8 43.7 2.9 200.064 7.147 27.99 6.82 
四国地方合計 6 44 15 26 91 。 4.146 51.3 47.9 0.8 101.832 4.∞l 25.45 3.47 
九州地方合計 14 122 62 63 261 12 8.684 55.7 28.7 15.6 342.858 12.562 27.29 1.69 
西部地域合計 51 必4 161 236 852 49 33.549 1.286.825 41.999 30.64 43.88 










表ー2 北海道・東北地域の販牡別従業員数・ファミリー庖数・売上構成 (1970年8月)・売上高関係データ (1969年)
従業員数 販路別売上権成(%) ~'é I二高関係テ・ タ
経営責 配送・ 傭車
ファミリー
平均月商 対象人口 1人当り化王製 対全国完上高
販社名 任者 セールス 倉庫 事務 計
ストア庖数 直販 代行 その他 (千円) (千人) 日月額消費尚 構成比(%)(円)
1970年8月 1 969年下期
札幌花王 i 15 9 6 31 。 8∞ 35 45 20 50.264 1.417 35.47 1.72 
小樽花王 I 5 2 3 1 。 4∞ 25 60 15 18.532 625 29筋 0.63 
室蘭花王 l 4 2 2 9 。 456 65 22 13 9.736 368 26.46 0.33 
車1路花王 I 4 。 3 8 。 192 47 43 10 10.626 456 23.30 0.36 
帝広花王 4 2 8 。 452 45 55 。 7.816 317 24.66 0.27 
旭川花王 6 3 3 15 。 292 28 51 21 21.852 1.033 21.15 0.75 
函館花王 l 5 2 4 12 。 5∞ 60 40 。 11.768 564 20.87 0.40 
その他 12.715 599 21.23 0.43 
北海道地区計 7 43 19 25 94 。 3.092 38.5 46.2 15.3 143.309 5.379 26.64 4.89 
青森ィι王 。 4 3 4 1 l 461 75 25 。 10.803 564 19.15 0.37 
弘前花王 。 4 l 3 8 315 51 49 。 9.080 544 16.69 0.31 
八戸花王 3 3 2 9 。 173 60 40 。 8.969 4∞ 22.42 0.30 
青森小計 l 1 7 9 28 2 949 61.2 38.8 0.0 28.852 1.508 19.13 0.98 
秋田花王 5 。 4 10 。 85 13 67 20 20.294 1.185 17.13 0.69 
その他 1.971 115 17.14 0.07 
秋田小計 l 5 。 4 10 。 22.265 1.300 17.13 0.76 
藤野屋花王 l l 。 2 4 l 137 38 55 7 9.787 517 18.93 0.34 
岩手花王 l 3 4 6 14 。 291 18 78 4 17.96。 948 18.95 0.61 
岩手小計 2 4 4 B 18 428 25.0 70.0 5.0 27.747 1.465 18.94 0.95 
宮城花王 2 3 6 7 18 。 3∞ 30 70 。 35.266 1.776 19.86 1.20 
山形庄内化王 。 2 。 2 4 。 280 50 50 。 7.689 345 22.29 0.26 
山形中央花王 l 3 3 3 10 。 101 32 64 4 17.202 883 19.48 0.59 
その他 460 24 19.17 0.01 
山形小言十 5 3 5 14 。 381 37.6 59.7 2.7 25.351 1.252 20.25 0.86 
会津花王 l 3 。 3 7 。 187 42 58 。 11.081 371 29.87 0.38 
高喜花王 l 2 。 2 5 。 212 58 。 42 10.369 408 25.41 0.35 
いわき花王 。 4 。 2 6 。 180 21 58 21 18.356 537 34.18 0.63 
郡山花王 。 3 3 4 10 。 234 24 47 29 16.992 671 25.32 0.58 
福島小計 2 12 3 1 28 。 813 32.9 43.'1 23.7 56.798 1.987 28.58 1.94 
東北地区計 9 40 お 44 116 3 2.956 34.5 55.5 10.0 196.279 9.288 21.13 6.69 
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(4)売上規模
他方，平均月商をみると，表-1および表-2に示されるように.北海道地方で約 l億 4.331
万円，東北地方で約 l億 9.628万円である。全国合計 29億 3.281万円のなかでの比率は.北海道
地方の月商は4.89%であり，東北地方のそれは 6.69%となる。したがって，北海道・東北両地方
の対全国比率は. 11.58%である。















243万 l千円を東北地方の平均月ifH合計額の l偲9.627万9千円から差しヲ|いた制の I憶9.384
万8千円を，この地方の版社数13で|徐すると，約 1.491万l千円となる。したがって，この平
均値でみる限り，上述の地方版社の平均よりも下回っていることがわかる。個別にみても，同表



























1968 年 2 月，札幌市の代理府の石田商応(札幌市南 2 条西 1 丁目)を昨1心に主力各JlJïl:~が協業して，
札幌花王製品販売株式会社が設立された(10)。資本金は1.306万2.500p:jで，石田一郎が社長に就
いた。同社は問屋から移籍した販売部の幹部と新人の集合体でスタートしたとされているが，順





















































会中~l:が発足した。また，同年 10 月には，札幌市のライオン illi脂の有力代理屈の丸日販売(岡市
南大通四 14丁目)と文具・紙製品扱いの大丸牒井が合1jl:した。丸日販売は， 1929年に大丸藤井
のなかの石献などの雑貨部門を独立させた丸日聯合株式販売会社として設立され， 1966年に丸





































































































































く建設された近代合Jl~であったというはI)。合)jjIのいっそうの近代化という点では， 1980:'1三 2 月に，
画館花王に高層ラックを備えた自動倉山が完成したが，ほぽ同時期に北海道花王;17広営業所でも













東北地域で、は，関-3に示されるように. 1967年の 10月から 1969年2月までの l年4ヶ月
の川に合計15の花王版社が設立された。県別では，青森県3社，岩手県2杜，秋田県l社，宮
城県3社，山形県2杜，福島県4社で、あった。 1970:(I~代のうちに岩手県の 2杜，宮城県の 3 杜，
山形県の3社が合併して， これら各県では， もとより昨県L
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図ー3 東北花王販売(株)の系譜図
























































八戸花王では 1971年5月に 200万円を的資し新資本金を 500万円とした。このとき，花王
石鹸と後述する盛岡市の藤野屋本屈がそれぞれ30万円を出資している。なお，その後， 1972年






契機に. iJf，務を縦割りにしてセールス・グループごとの光掛金1~:~mを実施し(必同年 12 月には










しかし実際には.青森・弘前2版社の合f:jf:は実現せず. 1977 ~頃から八戸花王も含めた 3
社の協業化のための話し合いと準1ilが始められた。 1982年9月には. 3杜の合併に際して，株











北j1rj'9 )がなかなか腰を上げないこともあって.秋出Vr~を Vitlと・県央・県南に分けた 3 分の構想、
が1Riかれるようになった。県南では. ~1;rj:Mj会の~;\:約五日も多く，動き出すにはいたらなかったが，
県北で、は. jf!長g占11:1文堂(大自nrlr字長u)のような有力代政府もあり，同社を中心とした販社設立


































メルコム 88から三菱メルコム 38への切り替えを行っている O
資本国では. 1975年6月の 720万円.1976年2月に 960万円. 1977年5月に1.200万円，





















































































































本間商庖に同居し従業員 2~，で、同年 2 月より営業を開始し，当初の月商は 500 万円であったと
されている。
















1973 年 6 月には，山形庄内花王は閥旧市大iJ~2丁目の花王石敵酒旧工場敷地内に移転して

























花王石鹸販売部では. 1971年3月頃までは. iJ IJI~の 2 版社体制を維持するという方針であっ











山形花王では，翌 19771f三4月に 1.240万円を増資し新資本金を 3.000万円とした。これは.
山形市流通センター内の新社j主に入るためであったが，同所への移転は同年 10月に実現した。
ちなみに，新中1:犀の合JIl1は近代的な荷役機器を備え，寒冷地ということで水はけに配慮した設計










同年 1月には (73) 会津花王製品株式会社へと商号を変更した。このとき，会津地区の花王製品
取扱席6応が資本参加し芳賀新古rより株式が譲渡されている。 1970年10月には，同居してい
た芳賀花王の所在地からmmれて.会津若松市沌沢2-36の1ti山運送跡地に移転した。


















なかで合理的に選択された方法であったと思われる。花王製品 l人当り月額消費高をみると， 25 
円41銭であり，同去に示される福島県全体の平均の28円58銭よりも低い値となっている。
1971年3月，高:出花王は，福島県の花王製品取扱応の資本参加により.福島花王製品販光株












































建設のため前年の3月に 600万円を増資して， 1，200万円の資本金となっている。 4年後には，
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この社屋も手狭となり，新社屋建設のための投資額として見込まれた3億3.00万円も無理があり，























































196811: 2月から 6月の4ヶ月 IJに7つの版社が集"1"1拘に設立された。これら 8杜のうち. 1975 
1".5月までに!日J述の 1974il~ 3月に遅れて設立された版社も合めて6版社が統合し. 1977年4月







































巻第 4J/~- ， 2010年3月)などがある。




















小町屋間明白 FZ森商!苫，ヌL文， i1旧紙J苫，あ十全堂の函館の所在地および寿原楽粧の小樽の所在地は， 1960年
頃の作成とiff:.定される花王石鹸の『東部・凶持1代草I!.Jお (A級)名簿! (花王石鹸株式会社販売管理課作成)32 
~33 廷による。またあ十全堂と')j> IJ1(楽粧札幌の札帆の所在地は.ライオン油Jl旨株式会社『代理屈名簿 昭和















(1 5) 大丸勝~I・株式会主1: 100年史制作委只会編 WAIMARUFU]I lOU (1992年)76 ~ 77頁による。なお小町屋
ilWJf.の所在地はlitr掲向日1・商部代理府 (A級)名簿j32頁による。また丸日販売の所在地は，前掲『代理庖
名簿昭和 441，1:':9
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代理庖 (A級)名簿j33頁による。
(17)前掲『販社体制整備3ヶ年計画j20頁および前掲『販全1:体制整備5ヶ年計画.147頁。
(18)前掲『北海道花王販売株式会社 写真で綴る 30年の歩み.1 3頁。





(21)前掲『花王販社だより ひろば.1No.32， 26 -27頁。
(22)ここでの帯広花王と旭川花王に関する叙述も，特に断りのない限弘前掲『北海道花王販売株式会主1: :'/j'{.で








(24) r花王販社だより ひろば.1NO.28 (1973 iド7月) 5-611。
(お)1百l誌阿号， 7頁。






いるから， 1974 年 10 月以降のある H寺点であろう。茄f 全~:i~. ョr原wi粧阿保i支!古，函館荒物l似光および鈴木版
収堂の所在地は， TIir掲『束音1.西音I1代型1¥市 (A級)名簿.133真による。
(幻)r花王版社だより ひろば.1No.49 (1977年1H) 32頁。
(お)r花王版社だより ひろば.1NO.53 (1977 "1'. 9 JJ) 29頁。
(却)r花王版社だより ひろば.1NO.55 (1978年1)j)33頁。
(却)r花王版社だより ひろば.1NO.60 (1978年1月)33頁)。
13[) r花王販社だより ひろば.JNO.67 (1980 年1)J) 36頁。
(32) r花王販社だより ひろば.1NO.68 (1980 "1' 3 FJ) 30頁。
(お)r花王版社だより ひろば.JNO.72 (1981 "j'. 1)J) 28頁。
(34) r花王版社だより ひろば.JNO.83 (1982年1月)26珂。
(お)r花王版社だより ひろば.1NO.86 (1983年5)j)28 -29氏。
(お)r花王版社だより ひろば.JNO.98 (1985 "r5 n) 27 -281'(。
13i)ここでの背森花王，弘Iir花王，八戸花王および31'J:の合併に|刻する叙述は， ~;\に断りのない限り. rJ1-t北花ー E
25年の記録.1 (東北花王販売株式会社.1994 "1') 16 -21ft r版社ヒストリー 山♂森花~El仮光株式会社.1 (1985 
"j'.6月20日作成)， r背森花王販売株式会社 版社の歩み.1(1985 iF' 6月20EI作成)，問、!日i;{EJ:l版光株式会社
版社の歩み.1(1985 i1': 6月20日作成)， r八戸花王販売株式会社 版社の歩み.1(1985 "1: 6 J20 U作成)お







(101) r:{[F.版本1:だより ひろばJNO.38 (1975 'lo 3 JJ) 32頁。
(~:，' f:{ヒIJ似全|だより ひろばJNo.40 (1975 "1" 7)j) 7民および 7花王販社だより ひろば1KO.60 (1978年 1月)
21 U。
，.)(; lIi1tl r:iヒ日坂社だより ひろばJNo.60， 24 J守。
1-¥71 r1とEl!it.lだより ひろば1No.44 (1976 "1' 3 1'J) 33真。
(.(刷出lHelr1ヒーF.版社だより ひろばJNo.60， 24 -25頁。
(.llliJltl rlli全1:休i/l1J幣制i3ヶ"1';ifliHjJ19頁および、lIil掲『販社体制整備5ヶ年計画j46頁。なお， r販社体制整備3ヶ
fド;ii"jwj 19);1では，'j'f森 .Ul、!日J両!版社の合仰l~iWJ を 1971 年 6 月頃とみている。
(同)lIiJltl r1ヒ[Wiflだより ひろば.1No. 83，26頁。
山ここでの秋川花 1.:に|則する叙述は，特にl祈りのない|浪り，前掲f東北花王25年の記録j22-24頁， r販社ヒストリー
秋川花 u阪光株式会制. (19851，ド6n 211'1 作成)および前掲『花王版社変遷図Jによる。富士商会，藤島昭
文~_::~.: I 乳安ifO'Jf.三la<j>:J，lfのiYj'街地は， lìíl必 rw: m~ . iLt:j古1代理山 (A級)名簿j26頁による。
日)rィιEJ版社だより ひろばJNo. 3 (1969"ド4JJ) 51'，[0 
(日) I Íi]'WljiJ~} ， 5 -6 10
(川口ヒ IJ版社だより ひろば.1NO.31 (19701 1・:1)j) 10日。
(日)ここでの脱出HMヒーF.と別手花一F.に附する叙述は，特に|祈りのないIUit).1日iJjtlr東北花王25年の記録.125-28 
ょ'~'. n~i1':1:ヒストリー 泊予花 U!反先株式会社.1(1985年6月28日作成)および'liJjelr花王版社変遷図』によるo
なおjiJ出tl!f"hUとF.のぷj'Liドnについて， liJjlJn版社ヒストリ- ~~:"T・1ヒTU反光株式会社J と ïìíHè'l r花王版社変逃図』
では 1967iド 1 )J となっているが.ここではlÌíl拘 n~，(北花王 25"ドの ;lG$，止J 25 1'iの"己述により. 1967年10月と
している。なお.藤野f'I凶，熊H;JドJ，¥( :J升/'1例l{木1，¥ι!
lυ1 ~!町!ザf')j脱:本 J~応1百1 の!沙所H肝r{布1:地は， lIiHめfW部・i'!i日II1tJ2H山 (A級)名簿i27-28nによる。
(日'lilJtln阪本/:体i/iIJ税制H3ヶ年計|山i.I19 t'iでは 19711ド9J1頃とし， lillJr版社イ判lJ整備5ヶ年計岡j46頁では
1972年2月頃としている。
(57)別手兆五によるil!長野脱花+のl吸収合iJIの1'.)Jについて|抑制rw:北花ニ1:25 1ミの記録.125頁では 1972年5月となっ
ているが，ここではlIiJji;jnt肘|ヒストリー 別手花王llli~'G株式会社J と!抑制『花王版社変遷図J の記述により.
19721ド4刀としている O
{制
)1980 iドの-'l.:f:f花王の3.000万円への!'?Ftfの n について lìíl払HW:北花 E25"ドの日己録~27 頁では 1980 年 10 月となっ
ているが，ここでは1刷局 n仮ネiヒストリー 別手花王版光株式会社』とuijelr花王販社変遷図』の記述により，
19以)iドl)Jとしている。
(印， r:it.F.llfi中lだより ひろばjNo.69 (1980年6)J) 26 -27 Fio 
倒的ここでの辻本花王・仙台花王，柳m花 1:・rf一花王，'i'[旋花ごEおよび宮城花王に関する叙述は，特に断りのな
い限り， 1抑制 rULIじ花王25"1ミのi己3刈 29-36 U， n阪社ヒストリー 宮城花王製品販売.1 (作成年月不明)お
よび、|抑制『花 IJIIi:tJ 変巡|京IJ による。なお辻本花王の~立fド n について lìíJ掲『東北花王 25 年の記録.1 29頁で
は196811'2 nとなっているが， ここではl抑制 n版社ヒストリー II~~ 城花王販売J と前掲「花王販社変遺図J
の記述によって 196811'3 )'J としている。なお辻本R:ØJ古と柳illiltiJiliの所在地はI抑制:東北花王 25 年の記録~ 29 
JAーによった。また柳川商l白大須賀imJjlj，飯田信七I加古の所在地は， 1日jlejr東部.j山部代理l古 (A級)名簿』
29 :riによる。
Hi!l仙台兆五へのifり-変更について， 1日I拘『花王版社変巡凶』では 1969年71Jとなっているが， jiJjtl r東北花王
2お5"年|ドtの1記1氾己3録法淵.1291'抗(によつて. 1炉阿U司lμfド3月としfたこ。 また!前ìí泊i白Jj北掲L砧~ rl!阪反悦争利社i上-ヒストリ一 1刊;司{城花 F.l1似反コ，'t;j
のi主
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(70) r花王販社だより ひろばjNo.48 0976年 1月)27頁。
(71) r花王販社だより ひろばJNo.54 0977年 1月)28頁。
(72)ここでの芳賀花王・会津花王. ~!S=S.花王・福島花王，いわき花王.郡山花王および統合会社のfi;'il:b花王に|則す
る叙述は，特に断りのない|浪り.TIII掲「東北花王25年の記録J42 -48頁. n阪社ヒストリー 机¥1:げとEl阪光
株式会社J0985年6月23日作成)および前掲『花王版社変巡図iによる。なお芳賀新吉商版とtfl月.付、h¥jの，9i'
在地は『東北花王25年の記録.J42 頁によった。また大一!量繭脂.鈴木~:E介商庇桐屋商庖の所在地は.，ìíJjI;\ rJ.U 
音1・西部代理府 (A級)名簿.J28 Uによる。なおがJjl;¥r花王版社変逃lil.Jでは，芳賀花王の設立1'.nについて






(75) r花王版社だより ひろばJNO.70 0980年8)'J) 27頁。
(76)前掲 n耐上体ilJ整備5ヶ年計画J46頁。
(7il前掲『東北花王251fの記録147頁では1.600万円とされているが，ここではそこでの株数72.000株ということと，
前払l~花王販社変込U;gj J の記述により. 3.6∞万円としている。
(袖)r花王版社だより ひろば.JNO.80 09821ド5月)29頁。
(円)前掲『花王販制:だより ひろば.JNo.98. 28 J.'i. なお ïìíj悩『東北花王 25 年に lì~~主.J 48頁てはIJ;(lIr常業所IJfilt
とされている。
側関係者への聞き取り調査による。
(81前掲『東北花王25"1:oの記録.J36頁。以一l、.*北花王に|則するここでの叙述は，特に断りのない|浪り. liJ:il}: 16 
-81頁による。
(由)1985年10月，花王石自負株式会社は花王株式会社に全1:1:1を変更した。








The Formation and Integration of Kao Sales Co. 
in the Hokkaido and Tohoku Areas 
53 
Satoshi SASAKI 
This paper is a part of a series on the history of Kao Sales Companies. which were exclusive 
wholesale companies. This article reviews the process of establishment and integration of Kao 
sales companies in the Hokkaido and Tohoku regions (Aomori. Akita. Iwate. Miyagi. Yamagata. 
Fukushima) from 1967 to 1986. This study reveals the following main points: 
First. the number of employees in the Hokkaido and Tohoku sales companies was 11 -13 
per cent of the nationwide total and the number of retail stores (called family stores) in both 
regions was about 10 per cent of the nationwide total. The average monthly sales amount was 
also 11.58 per cent of the nationwide total. 
Second. the average monthly sales amount at the sales companies in Hokkaido region was 
above the average of other regional local sales companies and the average monthly sales 
amount of the sales companies in the Tohoku region was below the average of other regional 
local sales companies. On the other hand. the direct sales ratio in both regions was below the 
national average. Furthermore. the per capita monthly consumption amount of Kao products 
in both regions was also below the national average. Therefore. for the company. it was a 
pressing issue to understand the true nature of the market of Kao products in Hokkaido and 
Tohoku in order to raise the ratio of the direct sales amount. 
Third. except for one sales company established in March 1974. seven sales companies were 
set up from February to June in 1968. Of these eight sales companies. six sales companies 
were integrated into Hokkaido Chuo Kao Sales Company by May 1975. In June. Hokkaido Chuo 
Kao Sales Company was renamed Hokkaido Kao Sales Company and then merged with two 
other sales companies by November 1982. The combination of powerful wholesalers and the 
integration of Kao sales companies in Hokkaido had a strong influence on each other. 
Forth. one sales company in Akita Prefecture. two sales companies in Iwate Prefecture and 
three sales companies each in Aomori. Miyagi， Yamagata and Fukushima prefectures (for a 
total of 15 sales companies) were established from October 1967 to November 1968. Of these 
15 companies. seven were set up by a single powerful wholesaler. seven companies were 
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established with the partnership of wholesalers and one sales company was organized through 
the cooperation of one powerful wholesaler together with Kao Sekken. Except for the Akita 
Sales Company (which from the beginning was the only sales company in Akita Prefecture) 
through the integration of sales companies in each prefecture， a single sales company in 
each prefecture was materialized (in Miyagi in April 1970， Iwate April 1972， Yamagata and 
Fukushima in April1982 and Aomori in November 1982). These single sales companies in each 
prefecture were then merged into the Tohoku Sales Company in October 1986. 
Fifth， inregard to the initial capitalization of these sales companies， the largest was Sapporo 
Kao (Hokkaido)， with a capital of thirteen million and sixty thousand yen. This was followed 
by Otaru Kao (Hokkaido) at five million and eight hundred thousand yen. As for the initial 
capitalization of the other twenty companies， three were capitalized at two million yen， eight 
were capitalized at three million yen and nine were capitalized at five million yen. 
Sixth， during the process of the integration of these sales companies， as was common in other 
regions， Kao headquarters gradually increased its investment in the sales companies. It helped 
the sales companies to introduce computer technology， which resulted in the establishment 
of the On Line Supply System. The Kao headquarters also promoted the construction of new 
buildings and warehouses for the companies. 
